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景
気
回
復
が
叫
ば
れ
る
中
、
４
月
１
日
に
は

多
く
の
会
社
に
新
入
社
員
が
入
社
し
ま
し
た
。

「
企
業
は
人
な
り
」
と
言
い
ま
す
。
経
営
資
源

は
、
「
人
、
物
、
金
、
時
間
」
と
あ
り
ま
す
が

私
は
そ
の
中
で
「
人
」
が
一
番
大
切
な
資
源
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
企
業
に
と
っ
て
「
人
」
は

人
材
で
な
く
人
財
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
は
物
や
、
お
金
、
そ
し
て
時
間
を
作
り
出
す
事

が
可
能
で
す
。
従
っ
て
会
社
が
不
振
に
陥
っ
た
時
、

立
て
直
し
の
為
に
リ
ス
ト
ラ
で
人
減
ら
し
を
す
る
の

は
愚
策
で
「
む
し
ろ
困
っ
た
時
こ
そ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
経
営
者
が
徹
底
的
に
考
え
直
し
収
益
が
上
が
る

モ
デ
ル
へ
と
改
善
し
、
人
員
を
増
や
す
こ
と
を
考
え

る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
の
が
私
の
持
論
で
す
。
苦

し
い
時
こ
そ
、
会
社
の
た
め
に
逃
げ
出
さ
ず
協
力
し

て
く
れ
る
様
な
社
員
が
い
れ
ば
、
絶
対
に
会
社
が
潰

れ
る
様
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
社
員
の
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
優
秀
な
人
を

集
め
た
が
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
長
く
働
い
て
く

れ
な
い
こ
と
が
多
い
の
が
実
情
で
す
。
専
門
性
が
あ

り
優
秀
と
思
い
高
い
給
与
で
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ

し
て
も
、
そ
れ
よ
り
も
高
い
給
与
を
提
示
さ
れ
れ
ば

直
ぐ
に
で
も
去
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
む
し
ろ
平
均
値

レ
ベ
ル
の
人
の
方
が
、
入
社
後
に
研
修
や
実
務
を
通

し
て
、
能
力
を
大
き
く
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い

う
人
は
愛
社
精
神
が
強
く
、
会
社
を
裏
切
る
よ
う
な

事
は
絶
対
せ
ず
、
信
用
で
き
る
大
切
な
人
財
で
す
。

建
築
業
界
は
大
工
不
足
に
喘
い
で
い
ま
す
が
、
外

国
人
の
研
修
生
を
採
用
し
、
人
手
不
足
を
解
消
し
て

い
ま
す
。
研
修
生
は
一
定
期
間
の
教
育
・
研
修
を
経

て
戸
建
住
宅
の
建
築
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

待
遇
面
で
も
差
別
す
る
こ
と
な
く
日
本
人
と
同
じ
に

し
て
い
ま
す
。
研
修
期
間
が
終
わ
り
国
に
戻
る
時
、

「
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
ま
た
日
本
に
来
た
い
で

す
」
と
言
わ
れ
、
彼
ら
を
受
け
入
れ
て
良
か
っ
た
と

つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。
「
稼
い
だ
お
金
で
国
に
帰
っ

た
ら
、
是
非
大
学
を
卒
業
し
て
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し

て
ま
た
日
本
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
す
と
、

「
必
ず
日
本
に
来
ま
す
か
ら
、
そ
の
時
お
願
い
し
ま

す
」
と
い
っ
て
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。(

西
河
洋
一)

ＯＰＩＮＩＯＮＳ

その国・地域と市場を知る ・・・・・・・・・ ４頁
技術経営人財育成と活用に関する研究委員会（坂巻資敏委員長）

[西河技術経営塾]

起業家を事業家にする ・・・・・・・・・ ２頁
実践経営スクール・基礎コース開塾中（西河洋一塾長）

[技術経営人財育成と活用に関する研究委員会(第13回、第14回）]

[技術経営人財育成セミナー(第９回）]

CIOの役割は情報システムの外側に ・・・・・・・・・ ６頁
経営戦略から要求を引き出すプロセスが重要である 川口弘行氏講演
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2013.10～2014.9西河技術経営塾
西河技術経営塾1期生

実践経営スクール・基礎コース開塾中

西河技術経営塾で塾生は、会計数値で(1)ビジネスモデルを考え、(2)中長期計画を作成し、
(3)事業計画の落とし込み、(4)マーケティング、顧客を明らかにしブランドづくり
・・・実践力を高め、学んだことを日々の仕事に直ぐに生かしている。

■
講
師
の
声
を
聞
く

西
河
技
術
経
営
塾
の
講
座
は
日
程
の

半
分
を
終
え
た
。
講
義
の
進
め
方
や
受

講
者
の
評
価
を
担
当
し
て
い
る
３
名
の

講
師
に
聞
い
た
。

【質
問
】

①

講
義
の
進
め
方

②

受
講
生
の
進
歩

も
の
づ
く
り
を
通
し
て
技
術
経
営
を
学
ぶ

講
師

柴
田
智
宏

①
も
の
づ
く
り
を
理
解
し
、
生
産
活
動

を
学
ぶ
、
も
の
づ
く
り
を
会
計
数
値
で

管
理
す
る
、
商
品
開
発
の
進
め
方
に
つ

い
て
も
の
づ
く
り
関
連
の
講
義
を
担
当

し
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
受
講
者
は
直
接
も
の
づ
く
り
と
は
関

係
な
さ
そ
う
に
捉
え
ら
れ
る
が
「
も
の

づ
く
り
」
の
知
識
の
習
得
も
大
事
で
あ

る
。
経
営
者
と
し
て
事
業
を
遂
行
す
る

に
当
た
り
、
も
の
の
捉
え
方
や
、
考
え

方
や
、
知
恵
を
磨
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
、
重
点
を
そ
こ
に
置
き
経
験

を
交
え
、
よ
り
実
践
的
、
身
近
な
内
容

に
す
る
べ
く
講
義
を
行
っ
た
。
受
講
生

起
業
家
を
事
業
家
に
す
る

に
と
り
、
現
在
抱
え
て
い
る
課
題
と
オ

ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
な
が
ら
講
義
を
進
め

た
が
、
高
度
な
内
容
で
も
現
在
の
受
講

者
は
十
分
理
解
出
来
て
い
る
の
で
、
も

う
少
し
経
験
上
の
課
題
を
増
や
し
て
も

と
思
っ
て
い
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
課
題
を
自
力
で
解
決

②
受
講
者
は
、
回
を
重
ね
る
に
つ
れ
戦

略
の
立
て
方
、
現
状
進
め
て
い
る
ビ
ジ

ネ
ス
の
捉
え
方
、
予
算
の
立
て
方
等
の

改
善
進
歩
が
現
れ
て
い
る
。
小
平
講
師

を
中
心
と
し
て
、
全
講
師
で
進
め
る
課

題
講
義
で
の
対
応
の
進
歩
は
著
し
い
。

受
講
生
が
進
め
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
対

し
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
経
営
者
と
し
て

成
功
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

講師の大橋克已氏

開発の基本
顧客のニーズから製品化を図り、開発効率を良くする。

・顧客の真のニーズを掴む（本質的WANTS)
・リーダー顧客のキーマンとの信頼関係が鍵

・自社技術の把握(不足は調達）

市場・顧客のニーズ

融 合 新製品

自社保有のコア技術

講演中の柴田智宏

塾長 西河 洋一
(飯田GHD㈱代表取締役社長）

講師 小平和一朗
（㈱イー・ブランド21代表取締役・学術博士）

柴田 智宏
（元日鉱マティリアル㈱常務取締役・CTO）

大橋 克已
（元㈱クラレ常務取締役）

演習：尾崎塾生が開発中の製品の原価の算出に小平講師が疑問を投じる

柴田講師「顧客ニーズから製品化を図る」と講義

事
業
規
模
で
戦
略
も
戦
術
も
組
織
も
異
な
る
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2013.10-2014.9西河技術経営塾
西河経営塾1期生

アーネスト育成財団は、ビジネスづくりを支援しています

答
え
の
出
し
に
く
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
経
営
指
針
を
決
め

る
際
、
経
営
者
は
孤
独
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
覚
悟
が
で
き
て
社
会
に
役
立
つ

経
営
者
に
な
れ
る
。
そ
の
成
果
が
見
え

て
き
た
。

「
会
社
の
収
支
を
赤
字
に
し
て
は
な

ら
な
い
」
「
赤
字
経
営
は
誰
か
に
損
を

与
え
て
い
る
」
「
社
会
に
そ
の
仕
事
の

価
値
が
認
め
ら
れ
て
黒
字
に
な
れ
る
。

配
当
が
で
き
て
株
主
に
感
謝
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
い
う
西
河
イ
ズ
ム
の
基
本

を
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
。

で
は
、
現
状
抱
え
て
い
る
仕
事
の
悩
み

な
ど
に
西
河
塾
長
が
直
接
答
え
る
こ
と

を
通
し
て
、
会
社
の
社
会
的
役
割
や
人

財
育
成
の
留
意
点
、
リ
ー
ダ
ー
の
人
間

力
の
向
上
に
取
り
組
ん
だ
。

仕
事
の
価
値
が
認
め
ら
れ
て
黒
字
に

②
仕
事
で
取
り
組
ん
で
い
る
塾
生
の
個

々
の
テ
ー
マ
を
演
習
で
は
課
題
に
。
小

人
数
で
、
現
実
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ

と
も
功
を
奏
し
て
、
自
分
の
頭
で
考
え

自
分
の
力
で
解
決
策
す
る
思
考
構
造
が

出
来
上
が
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
Ｃ
Ｅ

Ｏ
は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
情
報
を
い
か
に

適
切
に
集
め
る
か
が
基
本
で
あ
る
が
、

図６ 小平（左）が講演、受講生の尾崎氏、講師の大橋講師、受講生の更科氏（右）

図３ 中長期経営計画・年次計画(小平）

知
識
、
応
用
技
術
、
事
業
計
画
策
定

講
師

大
橋
克
己

①
講
義
は
出
来
る
だ
け
対
話
出
来
る
よ

う
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
を
心
が
け
て

い
る
。
経
営
者
や
経
営
管
理
者
と
し
て

知
っ
て
お
く
こ
と
、
応
用
し
て
使
う
と

き
の
注
意
点
な
ど
初
心
者
が
理
解
で
き

る
よ
う
に
講
義
を
進
め
て
い
る
。

ま
ず
知
識
と
し
て
、
次
に
応
用
技
術

と
し
て
会
得
す
る
。
そ
し
て
自
分
で
考

え
て
、
自
分
な
ら
ど
う
応
用
す
る
か
を

自
分
の
事
業
計
画
策
定
や
事
業
コ
ン
セ

プ
ト
に
具
体
的
に
落
と
し
込
め
て
い
る

か
を
確
認
す
る
。

知
識
を
実
践
に
結
び
付
け
自
己
変
換

②
当
初
戸
惑
い
が
あ
っ
た
が
徐
々
に
な

れ
て
き
て
、
経
営
用
語
も
素
直
に
出
て

く
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

販
売
す
る
新
し
い
商
品
群
を
他
の
事

業
と
い
か
に
識
別
し
て
顧
客
に
分
か
り

易
く
、
か
つ
会
社
の
中
で
も
使
い
易
い

も
の
に
す
る
の
か
な
ど
、
こ
の
様
な
事

柄
を
決
め
て
い
く
に
も
事
業
全
体
の
構

想
や
顧
客
へ
の
ア
ピ
ー
ル
、
ま
た
事
業

を
始
め
る
時
の
発
起
心
と
関
係
し
て
い

る
こ
と
が
講
座
の
中
に
出
て
く
る
。

市
場
の
中
で
事
業
を
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

知
識
を
実
践
に
結
び
つ
け
、
知
恵
に

ま
で
自
己
変
換
す
る
能
力
を
塾
生
は
獲

得
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
そ

し
て
経
験
者
の
実
践
を
通
じ
て
獲
得
し

た
言
説
か
ら
知
恵
を
汲
み
取
り
自
ら
の

実
践
を
通
し
て
知
識
と
知
恵
に
転
換
す

る
こ
と
能
力
を
得
る
こ
と
が
こ
の
塾
の

目
的
。

西
河
塾
長
の
講
話
を
聞
い
て
早
速
「

社
長
の
20
箇
条
」
（
図
５
）
を
塾
生
の

更
科
氏
は
作
っ
た
。
全
講
座
を
履
修
す

る
こ
と
で
塾
生
は
果
実
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
確
信
す
る
。

会
計
数
値
で
事
業
を
評
価
す
る

講
師

小
平
和
一
朗

①
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
想
す
る
段
階

か
ら
会
計
数
値
に
落
と
し
込
ん
で
評
価

す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
や
り

方
を
す
る
に
は
簿
記
の
基
礎
的
な
知
識

が
必
要
と
な
る
。
受
講
生
の
理
解
が
不

十
分
な
と
こ
ろ
は
補
講
で
対
応
し
た
。

基
本
的
な
仕
訳
と
財
務
諸
表
は
読
め
る

レ
ベ
ル
で
あ
る
。

中
期
経
営
計
画
も
数
値
で
評
価
す
る

こ
と
で
、
曖
昧
さ
を
取
り
除
く
こ
と
が

で
き
た
。
終
了
後
に
開
催
す
る
懇
親
会

中長期の概念を整理する

評価

概念を具現化（計画）

人財の確保と育成、

投資資金の調達

実行管理

進捗確認

年次計画

担当の人選、

事業資金の手当

計画実行と管理

※※

企業文化とアイデンティティを考える

社会的視点からアイデンティティを考える。
(1)会社は多様で一様でない。

グローバルスタンダードもない。
(2)企業イメージをつくるもの

①顔としての「ブランド」
②心としての「信条」
③世間の言説としての「物語」

(3)経営者の言説としての「律・訓」
①儒教的（仁愛）＆論語と算盤（澁澤栄一）

②聖徳太子の憲法（和の精神）
③自然感（悉皆成仏草木供養）

(4)世間の言う・うわさする会社の姿

トヨタ:堅実経営、石橋を叩いても渡らない
加賀屋：接客･心使い、「おもてなし」の心

クラレ：独創性、個人の尊重（社訓）

図２ 企業文化とアイデンティティ（大橋）

質問を通して講師も勉強していると大橋講師。

図５ 受講生の更科枝里氏が作成した「社長の２０箇条（抜粋）」（更科書）

技術経営を学び、
売上5億円の会社を50億円に、
10億円の会社を100億円に、
100億円の会社を1,000億円に。

図４ 経営学を学ぶ目的
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技術経営人財育成と活用に関する研究委員会

2014.1.21, 2.18研究委員会活動

第
13
回
技
術
経
営
人
財
育
成
と
活
用

に
関
す
る
研
究
委
員
会(

委
員
長
坂
巻
資

敏)

を
１
月
21
日
に
財
団
内
会
議
室
に
て

開
催
し
た
。
委
員
会
で
は
『
日
本
型
経

営
と
米
国
型
経
営
』
と
の
テ
ー
マ
で
小

平
和
一
朗
専
務
理
事
、
柴
田
智
宏
理
事
、

坂
巻
研
究
員
、
淺
野
昌
宏
研
究
員
、
杉

本
晴
重
研
究
員
か
ら
講
演
が
あ
り
意
見

交
換
を
し
た
。

第
14
回
研
究
委
員
会
は
２
月
18
日
に

開
催
し
た
。
委
員
会
で
は
『
グ
ロ
ー
バ

ル
戦
略
と
戦
術
』
と
の
テ
ー
マ
で
杉
本

研
究
員
、
山
中
隆
敏
研
究
員
、
小
平
専

務
理
事
か
ら
、
『
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
に

必
要
な
認
識
』
と
の
テ
ー
マ
で
淺
野
研

究
員
か
ら
、
『
戦
略
と
戦
術
、
後
方
支

援
』
と
の
テ
ー
マ
で
佐
竹
右
幾
委
員
か

ら
講
演
が
あ
り
意
見
交
換
を
し
た
。

（
注
１
）

■
日
本
型
経
営
と
米
国
型
経
営

人
間
尊
重
は
日
本
型
経
営
の
本
質

柴
田
理
事
は
、
日
本
型
経
営
の
本
質

は
、
日
本
人
の
持
つ
価
値
観
、
文
化
に

根
差
し
た
「
人
間
尊
重
」
で
あ
り
、
い

わ
ゆ
る
米
国
の
資
本
主
義
経
営
に
対
す

る
人
本
主
義
経
営
で
あ
る
と
報
告
。
日

本
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
い
て
、
日
本
企
業
は
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
や
新
興
国
と
の
競
争
激
化
に
対

応
す
る
た
め
に
は
利
益
率
を
上
げ
る
等

の
経
営
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
従
業
員

の
個
性
、
自
主
性
、
主
体
性
を
尊
重
し

「従業員の自主性、主体性を尊重するのが日本型」と
報告する柴田理事（右）。左隣が杉本（中）、佐竹（左）

地
域
関
係
先
す
べ
て
を
大
事
に
す
る
日

本
型
経
営
の
本
質
を
活
か
し
て
、
グ
ロ

ー
バ
ル
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
に
は
日

本
主
義
か
ら
国
際
主
義
（
特
に
ア
ジ
ア

を
目
標
）
へ
と
拡
大
す
べ
き
と
。

信
頼
あ
る
企
業
風
土
・
文
化
が
強
み

杉
本
研
究
員
は
、
日
本
型
と
米
国
型

の
違
い
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
決
済

ス
ピ
ー
ド
、
責
任
と
権
限
、
人
財
採
用

と
育
成
に
あ
る
と
い
う
。
そ
の
中
で
も

特
に
大
き
な
違
い
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
に
あ
る
と
い
う
。
米
国
型
は
、
オ
ー

プ
ン
、
公
平
、
多
様
性
尊
重
、
合
理
性

で
あ
る
一
方
日
本
型
は
、
ク
ロ
ー
ズ
、

先
例
重
視
、
し
が
ら
み
社
会
の
傾
向
が

あ
る
。
実
力
本
位
で
公
平
に
合
理
的
に

は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
一
番
の
課
題
。

従
来
の
日
本
型
か
ら
大
胆
に
改
革
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
課
題
と
し

て
、
①
迅
速
な
決
断
と
ス
ピ
ー
ド
あ
る

行
動
、
②
多
様
性
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

）
へ
の
積
極
的
取
り
組
み
、
③
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
、
④
本
気
で
リ

ス
ク
テ
イ
ク
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
⑤
日

（注１） ホームページ（http://eufd.org）の研究会に詳細な報告を掲載

Made in JapanからMade by Japanに発展

本
型
経
営
の
強
み
・
良
さ
の
強
化
を
あ

げ
た
。

公
益
資
本
主
義
が
日
本
型
経
営

淺
野
研
究
員
は
、
近
年
の
考
え
方
は

「
金
融
資
本
主
義
」
を
米
国
型
経
営
と

言
っ
て
い
る
事
が
多
い
と
い
う
。
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
契
機
と
な
っ
て
、
こ

の
見
直
し
は
い
ろ
い
ろ
と
行
わ
れ
て
い

る
が
そ
れ
で
も
違
和
感
を
感
じ
る
日
本

の
経
営
者
は
多
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
は

資
本
主
義
を
前
提
と
し
て
成
り
立
っ
て

い
る
が
、
そ
の
あ
り
方
を
議
論
し
勉
強

す
る
事
は
、
経
営
者
と
し
て
の
意
識
を

高
め
る
事
に
な
る
の
で
重
要
。
日
本
型

経
営
は
商
売
を
す
る
際
に
「
公
益
」
を

強
く
意
識
す
る
江
戸
以
来
の
商
人
の
伝

統
が
あ
り
「
公
益
資
本
主
義
」
と
言
え

る
。
こ
の
観
点
で
①
雇
用
②
人
財
育
成

③
組
織
を
考
え
て
は
い
か
が
か
。

米
国
に
も
あ
る
終
身
雇
用
や
年
功
序
列

坂
巻
研
究
員
は
、
米
国
型
経
営
も
欧

州
の
経
営
理
念
を
踏
襲
し
て
米
国
で
起

業
し
成
功
し
た
会
社
に
は
伝
統
的
な
欧

州
ス
タ
イ
ル
の
経
営
手
法
が
使
わ
れ
て

お
り
、
終
身
雇
用
や
年
功
序
列
で
社
員

を
処
遇
し
立
派
な
業
績
を
継
続
し
て
い

る
企
業
も
存
在
す
る
。

こ
れ
に
対
し
西
海
岸
の
企
業
は
、
新

し
い
ベ
ン
チ
ャ
ー
か
ら
成
長
し
た
企
業

が
多
く
、
過
去
の
伝
統
が
存
在
し
な
い

た
め
東
海
岸
の
企
業
経
営
と
は
異
な
っ

て
い
る
。

終
身
雇
用
は
、
企
業
に
入
社
す
れ
ば

定
年
ま
で
身
分
が
保
証
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
失
業
の
心
配
を
せ
ず
業
務
に
専
念

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
儒
教
の
社

会
道
徳
が
尊
ば
れ
た
時
代
に
は
、
目
上

の
人
を
敬
う
こ
と
が
美
徳
で
あ
り
、
年

功
序
列
が
人
事
政
策
の
常
道
と
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
の
問
題
点

は
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
な
く
て
も
昇

日
本
型
経
営
の
強
み
を
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
に
生
か
す

そ
の
国
・
地
域
と
市
場
を
知
る



給
で
き
る
と
い
う
負
の
面
も
あ
る
。

一
方
米
国
西
海
岸
の
企
業
が
常
套
手

段
と
し
て
採
用
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
型
経
営
は
、
能
力
が
あ
る
若
手
社
員

に
と
っ
て
は
や
り
が
い
の
あ
る
制
度
で

あ
る
が
、
失
敗
す
れ
ば
大
き
な
痛
手
を

受
け
る
と
い
う
厳
し
い
制
度
で
、
和
を

以
っ
て
貴
と
し
と
為
す
日
本
人
の
心
性

に
は
な
じ
ま
な
い
と
い
う
。

そ
の
国
・
地
域
の
歴
史
、
地
政
学
的
位

置
、
大
国
の
思
惑
な
ど
、
日
頃
か
ら
地

球
儀
的
に
理
解
し
て
お
く
事
が
必
要
。

現
地
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
た
商
品

杉
本
研
究
員
は
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の

た
め
に
一
番
重
要
な
こ
と
は
そ
の
国
・

地
域
、
市
場
を
知
る
こ
と
で
あ
る
と
い

う
。
言
語
、
法
律
・
制
度
、
宗
教
、
文

化
、
特
に
人
を
知
り
理
解
す
る
。
出
来

る
だ
け
そ
の
市
場
の
生
の
人
、
声
、
情

報
を
知
り
、
そ
し
て
実
感
す
る
こ
と
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反
映
す
る
た
め
に
は
人
財
の
育
成
と
継

続
的
確
保
が
大
切
で
あ
る
。
新
卒
採
用

で
留
学
生
や
現
地
人
を
積
極
的
に
採
用

し
、
こ
れ
ら
外
人
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と

日
本
人
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
、
市
場
投

入
が
優
秀
な
人
財
の
継
続
的
確
保
と
育

成
に
つ
な
が
る
。

世
界
か
ら
日
本
を
目
指
す
美
し
き
国

小
平
専
務
理
事
は
、
日
本
に
は
古
く

か
ら
顧
客
と
Ｗ
Ｉ
Ｎ
・
Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
関
係

や
近
江
商
人
の
「
三
方
良
し
」
の
考
え

は
、
万
国
に
通
用
す
る
考
え
で
あ
る
と

い
う
。

中
国
に
も
会
社
を
持
つ
台
湾
の
企
業

の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
か
ら
「
『
企
業
は
人
な
り
』

『
従
業
員
は
家
族
で
あ
る
』
が
台
湾
で

は
通
用
し
て
も
中
国
で
は
通
用
し
な
い

」
と
聞
い
た
。
中
国
の
従
業
員
は
自
分

の
た
め
に
仕
事
を
し
て
く
れ
る
が
、
会

社
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
く
れ
な
い
。

「
会
社
の
た
め
に
仕
事
す
る
こ
と
が
自

分
の
利
益
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
考
え

が
中
国
で
は
通
用
し
な
い
。

国
内
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
、
21
世
紀

の
日
本
の
課
題
で
あ
る
。
日
本
を
国
際

化
す
る
上
で
の
制
約
を
取
り
除
く
。
既

に
海
外
に
展
開
し
て
い
る
企
業
は
、
海

外
で
育
成
し
た
優
秀
な
人
財
を
国
内
の

部
署
に
配
属
す
る
取
り
組
み
を
始
め
た

ら
ど
う
か
。
色
々
な
障
害
が
出
て
も
組

織
は
や
が
て
活
性
化
す
る
。

米
国
の
企
業
の
よ
う
に
企
業
や
大
学

が
世
界
の
優
秀
な
人
材
を
、
日
本
の
組

織
の
中
に
呼
び
こ
む
よ
う
な
施
策
を
す

る
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
れ
は
日
本
の
少

子
化
へ
の
対
応
策
で
も
あ
る
し
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
で
も
あ
る
。
世
界

の
各
国
か
ら
日
本
を
目
指
す
。
世
界
の

誰
も
が
こ
の
国
に
住
み
た
く
な
る
美
し

く
安
心
で
安
全
な
日
本
に
先
端
科
学
・

技
術
を
学
び
に
来
る
よ
う
に
し
た
い
。

比較項目 日 本 米 国

国の構成 日本民族の国 白人が支配する多民族国家

会社組織 藩・城：組織重視 仕事はプロジェクト

雇用 終身雇用（就社：会社）
年齢、性別
（組織）

雇用は流動的（就職：職種）
年齢・性別不問（違法）
（職種）

組織の構造 ピラミッド（共同責任）
協調重視
共同責任

フラット（個人責任）
個性重視
個人責任

権限・意思決定 稟議制度（曖昧）
遅い

責任と権限が明確（契約）
迅速

変化への対応 既存の概念の範囲で迅速
改善・提案はボトムアップ
総意で対応が原則

変化に強い
トップダウンの作業指示
変革、改革を作ることができる

成果の配分 年功給、年功序列 能力・成果給（契約・ミッション）

表１ 日本と米国の特徴比較（小平）■
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
と
戦
術

不
安
定
を
起
こ
す
要
素
を
理
解
す
る

淺
野
研
究
員
は
日
本
の
人
口
動
態
の

予
測
か
ら
見
て
こ
れ
か
ら
の
市
場
は
国

内
で
は
な
い
。
地
球
儀
睨
ん
で
の
事
業

展
開
が
必
要
と
い
う
。
新
市
場
は
異
文

化
の
な
か
に
あ
り
①
言
語
（
表
２
参
照

）
②
宗
教
③
文
化
④
統
治
形
態
⑤
グ
ロ

ー
バ
ル
に
見
た
成
長
市
場
の
５
点
に
つ

い
て
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。

統
治
形
態
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、

地
域
の
不
安
定
を
呼
び
起
こ
す
要
素
を

項 言 語 人口（人）

１ 中国語（北京語） 8.8億

２ 英語 5.1億

３ ヒンディ語 4.9億

４ アラビア語 2.3億

５ ベンガル語 2.2億

６ ポルトガル語 1.7億

７ ロシア語 1.7億

８ 日本語 １.２億

９ ドイツ語 1億

10 中国語（広東語） 0.8億

表2 言語のランキング（淺野）

が
大
事
で
、
現
地
人
を
採
用
す
る
か
、

現
地
に
人
財
を
投
入
し
て
調
査
研
究
さ

せ
る
等
の
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
と
言
っ
て
も
同
じ
商
品

は
売
れ
な
い
。
市
場
の
顕
在
、
潜
在
ニ

ー
ズ
を
取
り
入
れ
た
特
徴
あ
る
商
品
、

サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る
。
ロ
ー
カ
ル
化

し
な
い
と
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
は
多
様
性
に
満
ち

て
お
り
、
人
々
の
考
え
、
価
値
観
、
文

化
、
歴
史
、
宗
教
な
ど
様
々
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
環
境
で
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
や

経
営
目
標
を
分
り
易
く
表
し
、
事
業
運

営
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
し
っ
か
り

さ
せ
て
お
く
。
そ
し
て
従
業
員
始
め
関

係
者
に
は
論
理
的
に
説
明
で
き
る
こ
と

を
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

良
く
し
て
公
平
に
対
応
す
る
。
日
本
人

だ
け
の
阿
吽
の
呼
吸
で
は
仕
事
は
出
来

な
い
。
常
に
オ
ー
プ
ン
に
話
し
合
え
る

環
境
と
信
頼
構
築
が
成
功
の
要
。

進
出
し
た
市
場
で
継
続
的
に
成
長
、

「海外に出るには、文化的背景を理解しておくことが

重要」と淺野研究員から報告。

「ピラミッドの底辺を対象に狙うことも」と話す杉本研究員。
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2014.2.4セミナー
技術経営人財育成セミナー（第9回）

情
報
技
術
会
社
の
Ｃ
Ｔ
Ｏ
と
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
違
い

モ
ノ
づ
く
り
企
業
で
あ
れ
ば
Ｃ
Ｔ
Ｏ

の
役
割
は
明
快
で
あ
る
。
製
品
に
お
け

る
要
素
技
術
な
ど
の
領
域
に
お
い
て
責

任
を
持
つ
立
場
だ
と
考
え
る
と
理
解
で

き
る
。
Ｃ
Ｔ
Ｏ
は
主
活
動
を
担
当
。
主

活
動
は
価
値
、
つ
ま
り
収
益
を
得
る
活

動
で
技
術
的
な
領
域
を
統
括
す
る
。

一
方
Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
支
援
活
動
を
担
当
。

主
活
動
が
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

発
揮
す
る
た
め
企
業
の
体
質
改
善
を
促

す
役
割
。
地
味
な
仕
事
で
あ
る
。

目
論
見
通
り
で
あ
る
か
を
見
る

つ
ま
り
シ
ス
テ
ム
は
戦
略
に
沿
う
。

戦
略
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
な
い
情
報
シ

ス
テ
ム
は
上
手
く
い
か
な
い
。
経
営
戦

略
に
は
必
ず
「
目
論
見
」
が
あ
る
。
目

標
と
い
う
言
い
方
を
し
て
も
良
い
。
こ

の
目
論
見
が
大
切
で
、
失
敗
し
た
情
報

シ
ス
テ
ム
は
目
論
見
が
雑
で
あ
っ
た
。

Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
、
役
所
で
も
会
社
で
も
、

ト
ッ
プ
が
決
め
た
経
営
戦
略
を
情
報
シ

ス
テ
ム
の
観
点
で
ど
う
実
現
す
る
か
を

引
き
受
け
る
。
そ
の
際
に
評
価
の
視
点

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
シ
ス
テ
ム
は

戦
略
に
沿
う
が
掲
げ
た
目
論
見
は
経
営

戦
略
の
一
つ
の
要
素
と
し
て
経
営
側
が

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
目
論
見
を
見
る

の
が
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
仕
事
。
適
切
で
な
い
投

資
を
し
て
も
上
手
く
い
か
な
い
。
こ
れ

を
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
言
う
の
が
Ｃ
Ｉ
Ｏ
。

情
報
シ
ス
テ
ム
の
調
達

最
近
は
自
分
の
会
社
の
中
で
情
報
シ

ス
テ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
が
減
り
、
ほ

と
ん
ど
の
場
合
、
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
ー

に
委
託
す
る
。
そ
こ
で
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
仕
事

は
「
情
報
シ
ス
テ
ム
の
調
達
」
。

こ
の
時
点
で
は
Ｗ
Ｈ
Ｙ
、
Ｗ
Ｈ
Ａ
Ｔ

は
ま
だ
モ
ヤ
モ
ヤ
と
し
て
い
る
。
あ
く

ま
で
も
目
論
見
の
範
囲
で
な
ぜ
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
欲
し
い
の
か
、
ど
う
し
た
い

■ CIOが企業経営に果たす役割
川口弘行サイバー大学IT総合学部専任准教授の講演（注２）

CIOの役割は情報システムの外側に

図７ 三段階構成の要求定義

の
か
が
示
さ
れ
る
レ
ベ
ル
。

戦
略
か
ら
要
求
を
引
き
出
す

こ
れ
を
実
現
に
向
け
て
Ｗ
Ｈ
Ａ
Ｔ
あ

る
い
は
Ｈ
Ｏ
Ｗ
の
レ
ベ
ル
ま
で
落
と
し

込
む
。
「
Ｗ
Ｈ
Ｙ
に
応
え
る
情
報
シ
ス

テ
ム
は
こ
う
で
な
く
て
は
い
け
な
い
。

こ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

レ
ベ
ル
ま
で
詰
め
る
の
が
、
戦
略
か
ら

要
求
を
引
き
出
す
「
要
求
工
学
」
で
あ

る
。
要
求
は
調
達
の
前
段
階
の
プ
ロ
セ

ス
と
し
て
整
理
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
外

部
の
業
者
に
対
し
て
欲
し
い
情
報
シ
ス

テ
ム
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を
適
切

に
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

図
７
は
、
私
が
考
案
し
た
調
達
に
際
し

て
整
理
す
べ
き
事
項
を
示
し
た
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
。
縦
軸
は
時
間
軸
で
要
求
の

前
に
前
提
条
件
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
前
提
条
件

を
示
し
た
上
で
、
前
提
条
件
を
踏
ま
え

た
要
求
事
項
を
示
す
。
さ
ら
に
、
要
求

事
項
を
超
え
て
新
た
に
提
案
を
求
め
た

い
事
を
示
す
。

２
月
４
日
財
団
に
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
経
営
資
源
と
い
う
と
、

人
、
モ
ノ
、
金
、
情
報
、
時
間
の
５
つ
を
言
う
。
日
本
は
情
報
と
い
う
経

営
資
源
の
利
用
で
大
き
な
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
Ｃ
Ｏ
Ｏ
、
Ｃ

Ｔ
Ｏ
、
Ｃ
Ｆ
Ｏ
は
日
本
の
経
営
の
中
で
も
そ
の
役
割
が
理
解
さ
れ
始
め
て

い
る
が
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
（
注
３
）
も
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
次
席
に
位
置
し
企
業
の
経
営
戦

略
を
情
報
技
術
や
情
報
化
投
資
の
面
で
実
現
さ
せ
る
な
ど
情
報
技
術
に
関

す
る
業
務
を
所
管
す
る
役
割
を
も
つ
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

行
政
の
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
と
し
て
勤
務
を
し
な
が
ら
、
そ
の
経
験
を
生
か

し
て
サ
イ
バ
ー
大
学
の
准
教
授
と
し
て
学
生
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
川
口

弘
行
氏
を
迎
え
開
催
し
た
。
川
口
氏
は
サ
イ
バ
ー
大
学
で
バ
ー
チ
ャ
ル
な

教
育
を
手
掛
け
る
と
と
も
に
港
区
や
経
済
産
業
省
の
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
の
仕

事
を
し
て
い
る
実
践
的
な
経
験
や
知
見
を
、
講
義
や
質
疑
応
答
を
通
し
て

参
加
者
全
員
で
考
え
た
。

技術経営人財育成セミナー（第９回）2014.2.4

経営戦略から要求を引き出すプロセスが重要

「イノベーションは結果的に得られた果実にすぎない」と語る講師の川口弘行氏。
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職
員
に
利
用
さ
せ
、
う
ま
く
機
能

こ
れ
は
要
求
を
整
理
す
る
と
い
う
観

点
だ
け
で
な
く
、
調
達
に
お
け
る
シ
ス

テ
ム
ベ
ン
ダ
ー
か
ら
の
提
案
を
適
切
に

評
価
で
き
る
枠
組
み
を
つ
く
る
意
図
が

あ
る
。
そ
の
後
、
委
託
事
業
者
を
決
定

し
契
約
し
て
、
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
の

工
程
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
情
報
シ
ス
テ

ム
導
入
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
領
域
で
あ
る
。

Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
と
し
て
は
現
場
に
任

せ
る
べ
き
領
域
か
も
し
れ
な
い
が
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
失
敗
の
理

由
は
こ
こ
に
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
の
で
手
を
抜
け
な
い
。

【質
疑
】Ｑ
：質
問
、
Ａ
：回
答

Ｑ
（坂
巻
資
敏
元
リ
コ
ー
常
務
執
行
役
員
）

：サ
イ
バ
ー
大
学
の
入
試
は
ど
の
よ
う
に

や
っ
て
い
る
か
。
生
徒
は
ど
の
よ
う
な

方
が
生
徒
か
を
聞
き
た
い
。

Ａ
（
川
口
弘
行
講
師
）
：
サ
イ
バ
ー
大

学
は
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
り
、

志
望
動
機
書
で
学
修
の
意
思
が
確
認
で

き
れ
ば
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
放

送
大
学
と
同
じ
考
え
方
で
あ
る
。
卒
業

で
き
る
か
は
本
人
の
努
力
に
よ
る
。

多
く
は
社
会
人
で
通
学
な
し
で
学
修

で
き
る
。
高
卒
の
方
で
大
学
卒
業
を
目

指
し
た
い
人
と
か
、
Ｉ
Ｔ
業
界
で
働
い

て
い
る
人
が
経
営
の
知
識
を
身
に
つ
け

る
目
的
で
受
講
さ
れ
る
方
も
い
る
。

Ｑ
（大
橋
克
己
元
ク
ラ
レ
常
務
取
締
役
）：

シ
ス
テ
ム
に
人
が
付
い
て
い
な
い
か
。

Ａ
（川
口
）
：昔
の
よ
う
な
汎
用
機
は
減
っ

て
い
る
の
で
シ
ス
テ
ム
に
人
が
張
り
付

い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
昔
よ
り
は
減

っ
て
い
る
。

Ｑ
（角
忠
夫
松
蔭
大
学
大
学
院
教
授
）：業

務
シ
ス
テ
ム
は
各
社
に
よ
っ
て
違
う
が

雛
形
が
で
き
て
い
て
、
こ
う
い
う
要
素

を
押
さ
え
れ
ば
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
成
功

だ
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
く
こ
と
が

Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
役
割
だ
と
思
う
が
。

Ａ
（川
口
）
：情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
前
に
個

別
の
目
論
見
を
立
て
さ
せ
、
そ
の
後
目

論
見
を
達
成
し
た
か
と
い
う
レ
ベ
ル
の

評
価
で
も
、
現
場
は
反
発
す
る
。
そ
こ

を
解
き
ほ
ぐ
し
て
い
る
。

Ｑ
（淺
野
昌
宏
元
Ｊ
Ｃ
Ｎ
コ
ア
ラ
代
表
取
締

役
社
長
）：会
社
内
に
色
々
な
ベ
ク
ト
ル

を
も
っ
た
考
え
が
あ
る
、
合
せ
よ
う
と

し
た
時
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
役
割
は
ど
う
な
の

か
。
単
に
情
報
シ
ス
テ
ム
を
担
当
す
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

Ａ
（川
口
）
：Ｃ
Ｉ
Ｏ
に
与
え
ら
れ
る
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
よ
り
異
な
る
。
経
営
者
の
判

断
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
Ｃ
Ｉ
Ｏ

の
役
割
の
ほ
と
ん
ど
が
情
報
シ
ス
テ
ム

の
外
側
に
あ
り
、
そ
ち
ら
の
ニ
ー
ズ
の

ほ
う
が
高
い
と
み
る
。

2014.2.4セミナー・コラム
技術経営人財育成セミナー（第９回）

川口弘行略歴：芝浦工業大学専門職大学院工学マネジメント研究科修了。同
大学大学院工学研究科博士後期課程修了。博士（工学）。1996年行政書士登
録。2009年高知県CIO補佐官。12年サイバー大学I専任教員（現）。13年港区
情報政策監（CIO補佐官）（現）、経済産業省CIO補佐官（特許庁担当）（現）

(注２) ホームページ（http://eufd.org）に詳細な報告を掲載
(注３）ＣＩＯ：Chief Information Officerの略

飛
行
機
が
着
陸
態
勢
に
入
る
と

眼
下
に
シ
マ
ウ
マ
や
イ
ン
パ
ラ
の

姿
が
見
え
て
く
る
。
ケ
ニ
ア
の
表

玄
関
ナ
イ
ロ
ビ
の
ジ
ョ
モ
・
ケ
ニ

ア
ッ
タ
国
際
空
港
。
空
港
の
西
に

隣
接
し
て
一
一
四
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
ナ
イ
ロ
ビ
国
立
公
園
が
あ

り
、
群
れ
て
動
く
キ
リ
ン
や
シ
マ

ウ
マ
、
イ
ン
パ
ラ
は
も
ち
ろ
ん
、

ラ
イ
オ
ン
や
チ
ー
タ
ー
も
い
る
。

サ
バ
ン
ナ
の
ビ
ッ
グ
フ
ァ
イ
ブ

ケ
ニ
ア
に
は
二
十
二
ヶ
所
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
（
国
立
公
園
）

と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
リ
ザ
ー
ブ
（
国
立

保
護
区)

が
あ
る
。
一
番
大
き
な
も

の
は
四
国
と
同
じ
面
積
が
あ
る
。

国
立
公
園
と
国
立
保
護
区
の
違
い

は
、
決
め
ら
れ
た
道
路
を
走
る
の

が
前
者
で
あ
り
、
後
者
は
オ
フ
ロ

ー
ド
カ
ー
で
好
き
な
所
を
走
れ
る

と
言
え
ば
判
り
易
い
と
思
う
。
し

か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
ガ
イ
ド

が
い
な
い
と
何
処
に
お
目
当
て
の

動
物
が
い
る
の
か
判
ら
な
い
。
動

物
園
で
は
な
い
の
で
我
々
が
動
物

の
い
る
所
を
探
す
こ
と
に
な
る
。

特
に
後
者
の
場
合
は
、
ガ
イ
ド
無

し
で
は
ま
ず
大
物
に
は
出
会
え
な

い
。
普
通
は
運
転
手
が
ガ
イ
ド
と

な
り
、
天
井
が
開
く
サ
フ
ァ
リ
カ

ー
で
出
か
け
る
。
大
物
と
は
ビ
ッ

グ
フ
ァ
イ
ブ
と
呼
ば
れ
る
ゾ
ウ
、

ラ
イ
オ
ン
、
サ
イ
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ

ー
、
ヒ
ョ
ウ
の
事
だ
。
そ
れ
ぞ
れ

が
自
分
の
棲
み
か
を
持
っ
て
お
り

ガ
イ
ド
は
何
が
何
処
に
住
ん
で
い

る
か
を
知
っ
て
い
る
。

サ
フ
ァ
リ
ツ
ア
ー
は
朝
日
と
と
も
に

こ
の
エ
リ
ア
内
に
は
コ
ロ
ニ
ア

ル
風
の
コ
テ
ー
ジ
や
近
代
的
で
眺

望
の
良
い(

動
物
を
見
る
為
に)

ホ

テ
ル
な
ど
、
と
て
も
快
適
な
施
設

が
あ
り
、
私
達
を
迎
え
て
く
る
。

サ
バ
ン
ナ
の
朝
は
動
物
た
ち
の

食
事
の
時
間
で
あ
る
。
日
の
昇
る

前
に
起
き
て
、
日
の
出
と
共
に
サ

フ
ァ
リ
カ
ー
で
出
か
け
る
。
ゾ
ウ

の
群
れ
が
草
を
食
べ
な
が
ら
行
進

し
て
行
く
。
ま
た
、
夜
間
に
行
動

す
る
動
物
も
い
る
。
そ
ん
な
動
物

が
ロ
ッ
ジ
に
近
づ
い
て
く
る
と
係

員
が
夜
中
で
も
起
し
て
く
れ
る
。

サ
バ
ン
ナ
で
人
生
観
が
変
わ
る

私
の
駐
在
し
た
ケ
ニ
ア
で
の
四

年
間
に
、
日
本
か
ら
来
た
お
客
さ

ん
を
よ
く
サ
フ
ァ
リ
に
連
れ
出
し

た
。
そ
し
て
、
サ
バ
ン
ナ
の
中
で

、
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
、
鳥
、
昆
虫

な
ど
野
生
の
生
き
ざ
ま
を
見
て
も

ら
う
。
そ
う
す
る
と
実
に
多
様
な

生
き
方
が
あ
る
事
を
身
近
で
体
験

で
き
る
。
そ
し
て
例
外
な
く
「
自

分
は
こ
の
サ
フ
ァ
リ
で
人
生
観
が

変
わ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

考
え
直
そ
う
」
と
言
っ
て
帰
る
。

し
か
し
、
そ
の
人
達
は
、
東
京
に

帰
っ
た
途
端
に
例
外
な
く
元
に
戻

っ
て
し
ま
う
。
皆
さ
ん
も
都
会
を

抜
け
出
し
て
、
サ
フ
ァ
リ
ツ
ア
ー

は
如
何
で
す
か
。

多
様
な
生
き
方
を
学
ぶ

Africa

研究員 淺野昌宏ケニアのサファリツアー

活発な意見交換が行われた会場。「優秀なCIOは社長の頭の中の
暗黙知を形式知化し、ベンダーに開発」などの意見も出される
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誠実を伝える情報紙

小
生
は
一
般
社
団
法
人
日
本
開

発
工
学
会(

中
上
崇
会
長)

で
長

年
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ア
ン
グ
・
ブ

ラ
ン
ド
の
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
そ
の
主
査
を
務
め
る
研

究
会
で
「
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
は

美
的
価
値
を
作
り
出
す
セ
ン
ス
ウ
ェ
ア

」
が
必
要
と
示
唆
さ
れ
た
。
そ
し
て
暗

黙
知
と
し
て
の
セ
ン
ス
ウ
ェ
ア
の
存
在

と
美
意
識
の
必
要
性
は
多
く
の
識
者
が

認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

セ
ン
ス
ウ
ェ
ア
を
形
式
知
化
す
る
こ

と
で
、
感
性
、
知
性
、
心
性
が
融
合
し

た
質
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
可
能
と
な
る
。
感
性(

セ
ン

ス)

は
天
性
の
も
の
と
い
わ
れ
る
が
、

学
び
の
経
験
を
通
し
て
、
そ
の
能
力
を

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
科

学
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
学
び
実
践

す
る
こ
と
で
ス
キ
ル(

経
験)

に
磨
き
が

か
か
り
知
性
と
な
り
、
さ
ら
に
感
性
と

心
性
と
が
融
合
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ビ
ジ
ネ
ス
を
創
生
で
き
る
。

心
性
と
は
誠
実
、
真
面
目
、
嘘
の
無

い
な
ど
で
あ
る
。
知
性
重
視
の
社
会
で

は
あ
る
が
、
心
性
、
感
性
が
欠
け
て
は

ビ
ジ
ネ
ス
に
な
ら
な
い
こ
と
を
再
認
識

し
た
い
。

（
小
平
和
一
朗
）

編集後記

コラム・事務局
一般財団法人 アーネスト育成財団 Earnest Upbringing Foundation

当財団は豊かで明るい持続的な成長をする日本づくりに寄与する

一般財団法人
アーネスト育成財団

案内

Ｃ
Ｉ
Ｏ
人
財
育
成

川
口
弘
行
氏
と
と
も
に

財
団
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
人
財
の

育
成
に
つ
い
て
、
そ
の
具

体
化
に
向
け
て
検
討
を
始

め
た
。

日
本
の
企
業
の
多
く
は

「
情
報
」
と
い
う
経
営
資

源
の
利
用
で
、
先
進
国
企

業
か
ら
大
き
な
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
る
。
情
報
通
信
戦
略
で
Ｃ
Ｉ
Ｏ

（
最
高
情
報
責
任
者
）
の
役
割
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。
当
財
団
の
活
動
の

目
的
の
技
術
経
営
人
財
の
育
成
の
一
つ

と
し
て
Ｃ
Ｉ
Ｏ
人
財
の
育
成
が
あ
る
。

企
業
情
報
戦
略
の
立
案
と
構
築
、
Ｃ
Ｉ

Ｏ
の
役
割
な
ど
が
課
題
と
な
る
。

Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｓ
２
０
１
４

当
財
団
が
後
援
す
る
東
京
経
済
大
学

（
東
京
都
国
分
寺
市
）
技
術
経
営
実
践

ス
ク
ー
ル(

Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｓ)

(

堺
憲
一
学
長
）

の
開
講
式(

４
月
12
日)

に
西
河
洋
一
理

事
長
と
小
平
和
一
朗
専
務
理
事
が
参
加

し
た
。
Ｔ
Ｍ
Ｐ
Ｓ
は
昨
年
ま
で
長
年
電

気
通
信
大
学
で
開
講
さ
れ
て
き
た
技
術

経
営
実
践
ス
ク
ー
ル
が
今
年
度
か
ら
東

京
経
済
大
学
に
引
き
継
が
れ
た
。
ま
た

新
し
い
技
術
経
営
人
財
に
出
会
う
こ
と

が
で
き
た
。
成
果
を
期
待
し
た
い
。

特
許
活
動
の
要
点

特
許
活
動
は
、
新
し
い
特
許
の
発

明
、
他
社
特
許
の
無
効
化
と
他
社
特

許
の
改
良
発
明
の
三
つ
が
重
要
で
あ

る
。知

財
部
門
で
は
自
社
特
許
の
権
利

取
得
活
動
に
加
え
て
、
他
社
か
ら
の

特
許
攻
撃
に
対
し
て
、
自
社
製
品
を

守
る
た
め
の
法
務
的
な
交
渉
活
動
や

訴
訟
活
動
が
重
要
で
あ
る
。

（
１
）
経
営
者
の
活
動

特
許
活
動
で
最
も
重
要
な
こ
と
は

経
営
者
が
特
許
の
経
営
戦
略
上
の
価

値
と
重
要
度
を
正
し
く
認
識
し
、
社

員
の
特
許
活
動
を
督
励
す
る
仕
組
み

と
特
許
活
動
の
会
社
と
し
て
の
目
標

を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

経
営
戦
略
上
競
業
企
業
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
取
り
た

い
か
を
指
示
す
る
。

（
２
）
管
理
職
の
活
動

ト
ッ
プ
の
方
針
を
受
け
た
管
理
職

の
役
割
は
、
部
下
の
特
許
活
動
の
環

境
提
供
と
活
動
時
間
の
保
証
を
す
る

こ
と
で
あ
る
。

特
許
の
権
利
は
、
出
願
を
早
く
し

た
企
業
が
得
ら
れ
る
か
ら
、
発
明
し

て
か
ら
特
許
庁
へ
申
請
す
る
ま
で
の

社
内
手
続
き
を
迅
速
に
処
理
す
る
仕

掛
け
づ
く
り
も
重
要
で
あ
る
。

（
３
）
研
究
者
・開
発
技
術
者
の
活
動

研
究
者
・
開
発
技
術
者
は
、
自
分

の
従
事
し
て
い
る
技
術
の
発
明
と
、

そ
の
特
許
出
願
に
関
心
が
集
中
し
が

ち
だ
が
、
事
業
戦
略
上
は
、
相
手
の

事
業
を
自
社
の
特
許
で
攻
撃
し
、
活

動
を
抑
制
あ
る
い
は
阻
止
す
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。

相
手
を
攻
撃
す
る
た
め
に
は
相
手

の
製
品
を
購
入
し
、
自
社
の
特
許
を

使
っ
て
い
な
い
か
を
分
析
す
る
他
社

製
品
調
査
と
、
他
社
の
特
許
を
特
許

庁
へ
異
議
申
し
立
て
を
し
て
無
効
に

す
る
活
動
と
、
他
社
の
基
本
特
許
の

改
良
特
許
を
他
社
に
先
ん
じ
て
出
願

し
、
権
利
化
す
る
活
動
が
あ
る
。

自
社
の
事
業
を
守
り
維
持
発
展
さ

せ
る
特
許
出
願
活
動
は
、
事
業
の
格

に
な
る
「
基
本
特
許
」
の
取
得
と
、

こ
れ
の
「
改
良
特
許
」
並
び
に
「
周

辺
特
許
」
の
出
願
を
他
社
に
先
駆
け

て
行
う
こ
と
で
あ
る
。

（
４
）
知
財
部
門
の
活
動

経
営
戦
略
上
重
要
な
知
財
部
門
の

活
動
は
、
自
社
と
競
業
企
業
の
知
的

財
産
権
の
業
界
に
お
け
る
立
ち
位
置

を
分
析
し
こ
れ
を
マ
ッ
プ
化
し
て
、

経
営
者
や
管
理
者
に
経
営
戦
略
情
報

と
し
て
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
特
許
情
報
分
析
に
よ
り
将
来

競
合
企
業
か
ら
知
的
財
産
権
で
訴
訟

を
受
け
る
可
能
性
を
分
析
し
て
供
え

る
活
動
と
、
自
社
の
保
有
す
る
知
的

財
産
権
か
ら
競
合
企
業
を
攻
撃
し
、

相
手
の
企
業
の
活
動
を
抑
制
で
き
る

戦
術
を
提
案
す
る
こ
と
。

ま
た
こ
う
し
た
知
的
財
産
権
戦
争

を
有
利
に
す
る
た
め
に
事
業
部
門
や

研
究
開
発
部
門
に
対
し
て
特
許
活
動

の
重
点
を
教
示
す
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。

知
財
部
門
の
重
要
な
役
割
は
、
自

社
が
事
業
を
将
来
行
う
で
あ
ろ
う
地

域
の
法
務
や
知
的
財
産
権
制
度
の
先

読
み
を
し
て
こ
れ
に
供
え
る
戦
術
を

作
り
関
係
部
門
と
共
同
で
供
え
る
こ

と
で
あ
る
。

連載：企業経営と新製品開発 第５回 企業の知財戦略 研究員 坂巻 資敏
（注４）

（注４） ホームページ（http://eufd.org）の研究会/調査研究報告/『連載：企業経営と新製品開発』に全文掲載


